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伊 総 審 第 ３ 号  

平成２７年１０月１３日  

伊東市長 佃  弘 巳 様

伊東市総合計画審議会

会 長  鈴 木 洋 子

   第四次伊東市総合計画・第十次基本計画、伊東市人口ビジョン

及び伊東市総合戦略について（答申）

平成２７年７月３０日付け伊行第１８４号をもって諮問のあった第四次伊東市

総合計画・第十次基本計画、伊東市人口ビジョン及び伊東市総合戦略については、

慎重に審議した結果、次のとおり本審議会の意見を決定したので答申します。

なお、第四次伊東市総合計画・第十次基本計画、伊東市人口ビジョン及び伊東市

総合戦略は、今後の伊東市のまちづくりを進める上で、極めて重要な役割を担うも

のです。

厳しい社会経済状況や逼迫した財政状況の中での行政運営ではありますが、市民

との協働により、まちづくりの目標である「ずっと住みたい また来たい 健康保

養都市 いとう」を実現するとともに、人口減少社会に対応し、将来にわたって活

力ある伊東市を維持することを目指すため、本審議会の審議経過と答申を十分尊重

し、全力を傾注されることを要望します。

記

１ 第十次基本計画、人口ビジョン及び総合戦略

  第十次基本計画、人口ビジョン及び総合戦略については、諮問案の一部を、別

紙１「修正意見」のとおり修正し、他は諮問案のとおり決定する。

  なお、別紙２のとおり意見を付すものとする。

２ 審議会の審議状況

⑴ 平成２７年７月３０日 第１回審議会



第四次総合計画・第十次基本計画（案）

伊東市人口ビジョン（案）、伊東市総合戦略（案） 諮問・説明

基本計画の審議を専門部会に付託

⑵ 平成２７年８月１７日 第２回審議会

   諮問案審議

⑶ 平成２７年８月１８日～８月２０日 各専門部会審議

  ・第１専門部会 ８月２０日

  ・第２専門部会 ８月１８日

  ・第３専門部会 ８月１９日

  ・第４専門部会 ８月１８日

⑷ 平成２７年１０月７日 第３回審議会

各専門部会審査報告、答申決定

３ 審議を行った委員

  会  長 鈴 木 洋 子

  副 会 長    勝 又 俊 宣

第１専門部会

部会長 佐々木  孜

副部会長 佐々木  清（９月２９日まで）

委  員 大 村 涛 子

   同 佐 山  正

   同 鈴 木 洋 子

   同 三 沢  泰

   同 山 本 江 理

第２専門部会

部会長 吉 野 正 敏



副部会長 稲 葉 富士憲

委  員 朝 倉 亮 介

   同 尾 﨑  正

   同 鈴 木 節 男

    同    比 企 恒 裕

第３専門部会

部会長 浜 田 修一郎

副部会長 杉 本 一 彦

委  員 上 村 昌 延

   同 荻 野 耕 介

   同 齋 藤 美沙子

    同    道 下 幸 夫

第４専門部会

部会長 伊 藤 賢 二

副部会長 楠 田 一 男（９月２９日まで）

委  員 磯 川 義 幸

   同 勝 又 俊 宣

   同 杉 本 正 人

同 高 田 充 朗

   同 長 沢  正

   同 花 木 英 治

   同 山 田 泰 史

以 上  
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別紙１

第四次伊東市総合計画・第十次基本計画 諮問案修正意見

頁 諮問案 意見内容 修正意見

42 ３－１ 教育環境の整備

＜目標を実現するための具体的な方策＞

学校施設の環境整備及び老朽化対策

＜方策の概要＞

窓ガラスの飛散防止フィルム貼付など、

非構造部材の耐震化とともに、トイレの環

境整備や校舎の雨漏り等の老朽化対策が

必要な箇所の計画的改修などにより、安全

で良好な教育環境を確保する。

➤雨漏り等の老朽化対策と

併せ、学校施設の修繕につい

ても積極的に取り組んでい

ただきたい。また、学校判断

でより修繕が行えるよう、方

向性を示していただきたい。

窓ガラスの飛散防止フィルム貼付など、非構造部材の耐震

化を始め、トイレの環境整備や校舎の雨漏り等の老朽化対策

が必要な箇所の計画的改修と併せ、危険度を踏まえた修繕に

取り組むことなどにより、安全で良好な教育環境を確保する。

（下線部追加）
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頁 諮問案 意見内容 修正意見

46 ３－３ 教育の充実（小・中学校）

＜目標を達成するための具体的な方策＞

地域社会との連携推進

＜方策の概要＞

学校の情報を積極的に発信し、子どもた

ちの校内外の活動を公表するとともに、地

域の活動への参加に努める。また、地域や

外部人材との交流を推進し、成果や課題の

共有化に努める。

➤いじめや不登校問題への

対応について、具体的に盛り

込んでいただきたい。

学校の情報を積極的に発信し、子どもたちの校内外の活動

を公表するとともに、地域の活動への参加に努める。また、

地域や外部人材との交流を推進し、成果や課題の共有化に努

める。

さらに、学校と家庭、地域との連携により、いじめや不登

校等の学校の諸問題への対策を図る。

（下線部追加）

71 ５－３ 健全な財政運営

＜目標を実現するための具体的な方策＞

自主財源の確保

＜方策の概要＞

課税の適正化を図るとともに、市民税の

特別徴収の更なる促進、徴収体制の強化、

納税方法の多様化などにより収納率の向

上を図り、自主財源の確保に努める。

➤特典付きふるさと納税へ

の取組について、地場産品の

発信の観点からも積極的に

推進した方がよい。

➤特典付きふるさと納税に

ついては、本市の地場産品が

全国でどれだけ知られ、選ば

れるのかという観点からの

検討も必要である。

課税の適正化を図るとともに、市民税の特別徴収の更なる

促進、徴収体制の強化、納税方法の多様化などにより収納率

の向上を図り、自主財源の確保に努める。

また、ふるさと納税については、その意義を十分に踏まえ

つつ、本市の地場産業の振興を図る視点も含め、多角的に検

討を行う。

（下線部追加）



3

頁 諮問案 意見内容 修正意見

71 ５－３ 健全な財政運営

＜目標を実現するための具体的な方策＞

競輪事業の健全化

＜方策の概要＞

今後も、制度改正を国等関係機関へ働き

かけるとともに、本市としても構造改革を

進め、経営改善を推進する。また、競輪の

魅力向上を通して、競輪ファンの拡大を図

る。

➤競輪事業の収益は一般会

計に繰出すことにより、本来

の競輪事業の目的である、地

域の福祉や教育などのまち

づくりに生かしていくべき

である。文言も「健全化を図

る」や「赤字を解消していく」

ではなく、積極的な方策を示

していくべきである。

今後も、制度改正を国等関係機関へ働きかけるとともに、

本市としても構造改革を進め、経営改善を推進し、収益を一

般会計に繰出すことにより、地域の福祉や教育などのまちづ

くりに生かしていく。また、競輪の魅力向上を通して、競輪

ファンの拡大を図る。

（下線部追加）
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伊東市総合戦略諮問案 修正意見

頁 諮問案 意見内容 修正意見

6 基本目標１ 安定した雇用を創出する

＜具体的な施策＞

⑨ 男女共同参画の推進

   男女が共にいきいきと働くことが

できる意識を啓発するため、男女共同

参画講演会を実施するとともに、「男

女共同参画社会づくり宣言事業所」の

普及に努めます。

   また、市役所が市内企業に率先し

て、市役所内の指導的地位に占める女

性の割合を着実に高めていきます。

＜施策ごとの重要業績評価指標（KPI）＞

男女共同参画社会づくり宣言事業所数

  ８社→１３社

市役所における指導的地位（係長相当職

以上）に占める女性の割合

  ２７％→３０％

➤ 男女共同参画社会づくり

宣言事業所数の捉え方を法

人ごとに捉えるのか事業所

ごとに捉えるのか。

➤ 市役所だけでなく、市内

の主だった民間事業所にお

ける指導的地位に占める女

性の割合の指標を設定して

はいかがか。

➤ 町内会長や防災会議等で

の女性の占める割合を高め

るための考え方が必要では

ないか。

  男女が共にいきいきと働くことができる意識を啓発するた

め、男女共同参画講演会を実施するとともに、「男女共同参

画社会づくり宣言事業所」の普及に努めます。

また、市役所が市内企業に率先して、市役所内の指導的地

位に占める女性の割合を着実に高めていきます。

  さらに、公的な会議等の場や市内の主要事業所における指

導的地位に占める女性の割合を高めるよう啓発を行ってい

きます。

＜施策ごとの重要業績評価指標（KPI）＞

男女共同参画社会づくり宣言事業所数

３３事業所→３８事業所

市役所における指導的地位（係長相当職以上）に占める女性

の割合 ２７％→３０％

公的な会議等の場における女性の割合

１６．８％→３０％

（下線部追加）
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別紙２

第四次伊東市総合計画・第十次基本計画 諮問案付帯意見

頁 指摘箇所 意見内容

1 １－１ 地域医療の充実

＜指標＞

市内医療機関の受診率

＜指標の内容・出所等＞

国民健康保険被保険者医療機関別受診動向

市内医療機関の受診率について、国民健康保険だけでなく、他の

健康保険の受診動向も把握するよう研究していただきたい。

2 １－１ 地域医療の充実

＜目標を実現するための具体的な方策＞

医観連携の推進に資する機能の充実

＜方策の概要＞

…市民のみならず、観光客の利用を考慮した、医観連携の推進

に資する健診機能の充実に努める。

医観連携について、観光業界が前向きに取り組むよう、市として

もＰＲを進めるなど、より積極的に推進していただきたい。

4 １－２ 健康づくり支援

＜市民の皆さんと一緒に進めていく方策＞

地域や民間団体による積極的な健康づくりへの関わり

＜方策の概要＞

…また、関係団体等とともに、健康づくりの視点によるスポー

ツ施設等の活用を進める。

スポーツ施設が市内に少ないので、生涯教育の観点から、体育館

や温泉プール等の整備について、検討していただきたい。
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頁 指摘箇所 意見内容

6 １－３ 出産・子育て支援の充実

＜目標を実現するための具体的な方策＞

子育て世帯の経済的支援の推進

＜方策の概要＞

…伊東っ子誕生祝金の贈呈…などの経済的支援を推進する。

誕生祝金について、２人目や３人目に贈呈する額を増やし、結果

として人口減少を抑制する方策につなげるよう、検討していただき

たい。

6 １－３ 出産・子育て支援の充実

＜市民の皆さんと一緒に進めていく方策＞

地域、関係機関と協働し、地域ぐるみで子育て支援を行う取組

＜方策の概要＞

…乳幼児が健やかに成長できる環境の場「サロン」事業…を提

供し、地域ぐるみでの子育て支援を図る。

子育てサロンについて、高齢者が集う場所に子育て中の方が相談

したり、子どもを預けたりすることができるような場づくりについ

て検討していただきたい。

子育て支援に係る事業について、空き店舗等を利用して実施でき

ないか検討していただきたい。

8 １－４ 保育の充実

＜目標を実現するための具体的な方策＞

多様な保育事業の実施

＜方策の概要＞

休日保育、延長保育、一時預かり、病児保育などの保育ニーズ

に合った多様な保育を実施し、地域による特殊性や保育行政への

要望に沿った保育の充実を図る。

例えば、２人目を出産する際に、１人目を預けるところがなかな

かみつからない現状があるので、一時預かりなどの保育ニーズに柔

軟に対応できるよう、保育の充実を図っていただきたい。

ファミリーサポートセンター事業について、会員も増え、ある程

度機能しているとのことであるが、周知が不足していると思われる

ので、保育園等での周知の徹底に努め、さらなる利用につなげてい

ただきたい。

保育料の減免等について、県内先進市町の取組を参考にし、子育

てのしやすい地域づくりを進めることにより、合計特殊出生率の向
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頁 指摘箇所 意見内容

上を目指していただきたい。

8 １－４ 保育の充実

＜目標を実現するための具体的な方策＞

待機児童解消に向けた取組の実施

＜方策の概要＞

認可保育所の施設整備や居宅において児童を保育する家庭的

保育事業等を検討するなど、待機児童解消に向けた取組を実施す

る。

待機児童を解消するよう施設整備等を進めていただくとともに、

待機児童解消を実現した後は、育児休業の取得者が子どもを安心し

て預けられるような取組を推進していただきたい。

10 １－５ 高齢者福祉の充実

＜目標を実現するための具体的な方策＞

介護予防の推進

＜方策の概要＞

生活機能や認知機能が低下している高齢者を早期に発見する

ため、関係機関との連携を深め、情報収集に努める。…多様なニ

ーズに対応できるサービスを整備・提供し、介護予防の一層の推

進を図る。

大人だけでなく子供も対象にした、転倒予防や認知症予防のため

のＰＲを、積極的に進めていただきたい。

12 １－６ 障がい者福祉の充実

＜目標を実現するための具体的な方策＞

指定障がい福祉サービス事業所等への支援

＜方策の概要＞

障がい者に対してやさしいまちづくりを進めることを目的に、現

在の障がい者施策をより充実させることを検討していただきたい。

障がい児の方で伊豆の国市にある専門施設までリハビリに通っ
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頁 指摘箇所 意見内容

障がい福祉サービスを提供する社会福祉法人やその他非営利

法人が実施する事業所の整備及び運営を支援し、サービスの充実

を図る。

ている現状があるので、市民病院等、市内の施設で対応できるよう

お願いしたい。

12 １－６ 障がい者福祉の充実

＜目標を実現するための具体的な方策＞

障がい者雇用推進への支援

＜方策の概要＞

地域自立支援協議会やハローワーク、その他福祉関係機関との

連携を図り、障がい者雇用の推進に努める。

障がい者の雇用に当たっては、個々の能力に応じた雇用を進めて

いただきたい。また、障がい者を雇用している民間企業や障がいを

持っている方が働くと優遇される制度等のＰＲを進めていただき

たい。

市役所内はバリアフリー化がされており、障がいによっては対応

できる施設が整備されている。市役所の正規職員として、障がい者

の方を雇用できるよう、前向きに取り組んでいただきたい。

14 １－７ 地域福祉の推進

＜目標を実現するための具体的な方策＞

福祉ボランティアの養成

＜方策の概要＞

要約筆記、災害ボランティアコーディネーター等を対象にした

各種講座を開催し、ボランティアの養成を図る。

ボランティア養成に当たり、「傾聴ボランティア」や認知症患者

の緩和ケア等につながる「タクティールケア」についても取り組ん

でいただきたい。
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頁 指摘箇所 意見内容

14 １－７ 地域福祉の推進

＜目標を実現するための具体的な方策＞

市内社会福祉法人の適正な運営への支援

＜方策の概要＞

社会福祉法人への指導監査等を通じ、事業の適正な運営の確保

と地域福祉への貢献を行う。

社会福祉法人に対し、本来の地域福祉の向上に努め、様々な活動

をしていただけるよう、協力をお願いしていただきたい。

16 １－８ 保険・年金制度の運営

＜目標を実現するための具体的な方策＞

生活習慣病予防と適正な受診

＜方策の概要＞

定期的な健康チェックのための健診を勧める。また、かかりつ

け医・かかりつけ薬局の促進を図り、適正受診の意識を高める。

特定健診だけでなく、リスクの高い方のみを対象とした健康指導

の実施について検討をお願いしたい。

20 ２－２ 危機管理体制の充実

＜目標を達成するための具体的な方策＞

危機管理体制の強化

＜方策の概要＞

必要となる非常食や避難生活資機材を備蓄するとともに、自主

防災組織に対し、救助資機材等を交付する。

救助資機材等について、自主防災会に管理を任せるのであれば、

管理方法について市が指導していただくよう、検討していただきた

い。
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頁 指摘箇所 意見内容

22 ２－３ 総合治水対策の強化

＜目標を達成するための具体的な方策＞

砂防及び急傾斜地崩壊防止事業の促進

＜方策の概要＞

危険箇所の調査を行うとともに、砂防事業及び急傾斜地崩壊防

止事業の促進を国・県に働きかける。また、事業の受益住民との

調整を図る。

急傾斜地に不安を抱いている方が多いので、今後の整備の有無等

について、個別に住民の方と話し合いながら、説明をしていただき

たい。

27 ２－６ ごみ対策の充実

＜目標を達成するための具体的な方策＞

ごみ分別の更なる推進

＜方策の概要＞

「伊東市ごみ・資源収集カレンダー」に基づくごみ分別を徹底

し、事業者の協力も得ながら、ごみの減量を図り、循環型社会の

構築を推進する。

現在は、ステーション収集を前提としているが、地域の高齢化を

考えた時に、個別収集の検討を進めていただきたい。

30 ２－７ 環境にやさしいまちづくり

＜目標を達成するための具体的な方策＞

低炭素社会の推進

＜方策の概要＞

低炭素社会を推進するため、新エネルギーや省エネルギーを導

入する市民や事業者等に対して助言等支援を実施する…

大規模な開発を伴う太陽光発電の設置に係る規制の導入につい

て検討していただきたい。
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頁 指摘箇所 意見内容

40 ２－１２ 道路環境の整備

＜市民の皆さんと一緒に進めていく方策＞

市民と市との協働による道路の維持管理

＜方策の概要＞

…また、本活動を通じ日頃から市民が道路に興味をもつこと

で、異変等をいち早く察知し、道路の早期補修を図る。

不特定の方が使用する私道について、道路を修理あるいは舗装す

る際に、市が半額程度を補助する制度を創設できないか検討してい

ただきたい。

42 ３－１ 教育環境の整備

＜目標を達成するための具体的な方策＞

少子化や地域の特性に対応した活力ある学校づくりの検討

＜方策の概要＞

教育効果を維持・改善するため、中長期的な児童生徒数の予測、

児童生徒の学習状況等のほか、地域が抱える課題なども踏まえ、

学区の再編や学校の統廃合などにより適正規模に近づけること

の適否を速やかに検討する。

学校の統廃合は、地域住民のコンセンサスが得られるよう話し合

いを十分に行うことが必要である。

42 ３－１ 教育環境の整備

＜目標を達成するための具体的な方策＞

学校給食センターを最大限に活用した食育と地産地消の推進

＜方策の概要＞

…児童生徒の食育を推進する。また、児童生徒が地元食材に親

しみ、理解を深めるための献立の工夫に努める。

給食については、農協や漁協等の民間と連携し、地産地消を進め

ていただきたい。
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46 ３－３ 教育の充実（小・中学校）

＜目標を達成するための具体的な方策＞

教育的支援体制の充実

＜方策の概要＞

子どもを支える支援員の配置や教育相談室・適応指導教室等の

運営の充実を図ることで、子どもたち一人一人に応じた教育的支

援に努める。

支援員の果たしている役割は、教員及び保護者にとっても必要不

可欠なものであるので、さらなる充実を図っていただきたい。

48 ３－４ 生涯学習活動の推進

＜目標を達成するための具体的な方策＞

図書館機能の充実

＜方策の概要＞

情報提供拠点施設として、図書資料の充実やインターネット蔵

書公開システムにより、市民の利便を図るとともに、新図書館の

建設について調査、研究を進めていく。また、郊外に住む市民の

ために移動図書館の内容を充実させ、図書館サービスの拡充に努

める。

本市の図書館は、本が探し出しにくくスペースが狭いなど、使用

しにくいとの意見があるので、インターネット検索によりすぐに予

約ができ、図書館に行けばすぐに本の貸し出しができるといった機

能の充実を図っていただきたい。
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頁 指摘箇所 意見内容

50 ３－５ 市民スポーツ活動の支援

＜目標を達成するための具体的な方策＞

スポーツ指導者の養成

＜方策の概要＞

市民誰もが健康的にスポーツを楽しむことができるよう、年齢

やレベルに応じた指導ができる指導者を養成するため、…

シニア世代向けの指導者の養成や援助をお願いしたい。

50 ３－５ 市民スポーツ活動の支援

＜目標を達成するための具体的な方策＞

スポーツ大会や教室の実施

＜方策の概要＞

スポーツ活動の促進と市民のスポーツの実践の場として、按針

祭協賛市民スポーツ祭、伊東市スポーツ祭、オレンジビーチマラ

ソン、伊東駅伝等、各種スポーツ大会を実施するとともに、生涯

スポーツの選択肢を広げるため、教室等の開催を各種スポーツ団

体に働きかける。

オレンジビーチマラソン等について、市民と市との協働でイベン

ト等も含め盛り上げていく施策の検討をしていただきたい。

各区で行われている区民大会について、区だけでなく行政が地域

に入り込んで、複数区での対抗大会や協議会も検討し、スポーツ振

興を図っていただきたい。

専門的な高度の知識を持つ方を招く場合に、子どもたちが参加し

たいという気持ちになるような世代の方を検討していただきたい。

50 ３－５ 市民スポーツ活動の支援

＜目標を達成するための具体的な方策＞

スポーツ環境の整備

＜方策の概要＞

既存体育施設の整備計画を立てる中で、老朽施設の改修やバリ

アフリー化を順次進め、誰もが利用しやすい環境の整備に努める

大きな大会の誘致や一流選手のスポーツ合宿等に対応できるス

ポーツ施設を検討してほしい。その際、新しい総合体育館だけでな

く、既存の体育施設の充実についても検討していただきたい。
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頁 指摘箇所 意見内容

とともに、総合体育館の建設については、調査・研究を進めてい

く。また、地域住民が主体的に地域のスポーツ環境を形成する総

合型地域スポーツクラブの育成に向けた取組を支援していく。

52 ３－６ 歴史、芸術文化の振興

＜目標を達成するための具体的な方策＞

歴史、芸術文化に触れる機会の創出

＜方策の概要＞

…また、市民が文化財に愛着を持ち、身近に接することができ

るよう、文化財講座や古代体験学習などを通じ、文化財に親しむ

機会の拡充を図る。

文化財に関する案内看板が老朽化しているので、早めに整備して

いただくようお願いしたい。

外国人来遊客が年々増えているので、文化財に関する案内看板を

多言語表示にすることを検討していただきたい。

伊東市に関する歴史に関する学習を、伊東市独自の教育として各

学校で取り組んでいただきたい。

52 ３－６ 歴史、芸術文化の振興

＜目標を達成するための具体的な方策＞

芸術文化活動の支援

＜方策の概要＞

市民の自主文化活動を支援するため、各種文化団体を包括する

文化協会の活動を援助し、その育成に努める…

文化協会に加え、それ以外の団体とも協力して芸術文化活動を推

進していただきたい。
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54 ３－７ 国際交流の推進

＜目標を達成するための具体的な方策＞

国際交流事業の推進

＜方策の概要＞

…国際交流協会の会員の増加に努めることにより、協会の組織

運営の充実を図る。…

現在の国際交流協会の事務所は、駐車場が無いなど不便であるの

で、市役所等の公的スペースを活用できないか検討していただきた

い。その際に、特定の団体のみでなく複数の団体が入るなど、複合

的な施設についても検討していただきたい。

56 ３－８ 青少年の健全な育成

＜目標を達成するための具体的な方策＞

次世代を担うリーダーの育成

＜方策の概要＞

「小学生の船」などの体験学習の機会の拡大や受入体制の整備、

充実に努めるとともに、「夢チャレンジくらぶ」により年少者を

指導育成する中高生の能力を育みます。

リーダー育成に際し、「小学生の船」も、もう少し大人数で行く

ことができればよいし、「中学生の翼」も費用は掛かるが、是非再

開について検討していただきたい。

58 ４－１ 観光の振興

＜目標を実現するための具体的な方策＞

地域資源を活用した魅力ある観光地づくりの推進

＜方策の概要＞

…伊東八景の更なる磨き上げ、地域資源をいかした観光プロ

グラムやサービスの充実によって魅力ある選ばれる観光地を目

指す。

伊東八景について、バスで周遊できるようなシステムについ

て、検討していただきたい。

交通アクセスについて、首都圏から乗り換えなしで来られる本

数が減少している。例えば朝の快速電車ができれば伊東が首都圏

への通勤圏にもなるので、対策を検討していただきたい。

大型の船が接岸できる港の環境整備を進めることにより、海か

らの観光客誘致にもつながるので、検討していただきたい。
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市街地に車が走るよう、伊東駅・マリンタウン・内陸フロンテ

ィアで計画されている魚市場の周辺整備による導線を含めた人の

流れを検討していただきたい。

58 ４－１ 観光の振興

＜目標を実現するための具体的な方策＞

おもてなしの心の育成と交流の推進

＜方策の概要＞

…「おもてなし人材」の育成を推進する。

ソフト面のおもてなしが大事であり、７万人市民の全てがおも

てなしの心をもってお客様を迎えることができるよう、啓発をし

ていただきたい。

58 ４－１ 観光の振興

＜目標を実現するための具体的な方策＞

観光ニーズに対応した情報の発信

＜方策の概要＞

ＩＣＴ（情報通信技術）の普及により、ホームページやインタ

ーネットに加えＳＮＳを有効に活用するなど、観光客のニーズ

に沿った情報を効率的、効果的に発信する。

ＳＮＳを活用し、上手く発信できれば、渋滞の解消や観光地へ

の誘客もできると思うので、検討していただきたい。

伊東は商圏が東京を向いているので、観光宣伝を東京向けに行

った方が効果的である。

道路を走っていると聞こえる「メロディーロード」を「みかんの

花咲く丘」が流れるように整備することで、伊東の発信につながる

と思うので、検討していただきたい。

60 ４－２ 健康保養地づくりの推進

＜目標を実現するための具体的な方策＞

食育の推進

＜方策の概要＞

子どものころから給食になるべく多くの地元の食材を取り入れ

ることにより、食育を進めてほしい。
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…観光、農林水産業等の協力による伊東ならではの料理や食

材をいかした取組を通じ、地域の食文化の継承を図る等、様々

な関係団体とのネットワークにより「食」を通じた人づくり、ま

ちづくりを推進する。

62 ４－３ 広域連携による誘客の拡充

＜目標を実現するための具体的な方策＞

美しい伊豆創造センターの強化・充実

＜方策の概要＞

…伊豆半島全体での観光振興を推進していく。

都内で展開しているアンテナショップについては、継続した取

組をお願いする。

62 ４－３ 広域連携による誘客の拡充

＜目標を実現するための具体的な方策＞

伊豆半島ジオパーク推進協議会の強化・充実

＜方策の概要＞

…継続的にジオパークを推進する具体的な取組を進めてい

く。

ジオパークについては、地質学的なことを前面に出していくの

ではなく、お客様が楽しめるよう、前提は伊東の素晴らしい自然

があって、さらにジオによって魅力が付加されるという方向で取

り組んでほしい。

観光客の安全・安心に配慮したジオサイトの整備が必要であ

る。

タクシードライバー等へのジオの教育の徹底をお願いしたい。

64 ４－４ 商工業の振興

＜目標を実現するための具体的な方策＞

商工業への支援体制の強化

住宅リフォーム助成事業は効果が高い事業であるので今後も継

続して実施するよう検討していただきたい。
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＜方策の概要＞

商工会議所との連携により、住宅リフォーム振興事業、木造

住宅建替支援事業等の商工業活性化策を実施するとともに、起

業支援及び空き店舗対策補助事業により市内における創業を促

進することで、市内経済の活性化を図る。…

起業支援及び空き店舗対策補助事業については、もう少し良い

条件での助成方法等についても検討していただきたい。

若い世代の人を誘致し商売をさせてみれば、その周りに若い人

たちが集まり地域の活性化につながるので、検討していただきた

い。

64 ４－４ 商工業の振興

＜目標を実現するための具体的な方策＞

雇用の確保

＜方策の概要＞

…市内事業所に採用枠の確保を要請する。

以前は旅館等が従業員寮を完備していたので、全国どこから来

ても住まいの確保ができたが、現在は伊東に働きに来ていただく

場合に住まいを確保することが難しいことから、市営住宅の確保

や相談機関の設置等について検討していただきたい。

67 ４－６ 水産業の振興

＜現況と課題＞

…一方で、ライフサイクルの多様化により、漁業体験やダイ

ビング等の余暇活動として、水産業と接点を持つ人が増えてい

ます。

余暇活動は観光面で非常に大事な部分であるので、前面に押し

出して推進していただきたい。
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68 ４－６ 水産業の振興

＜市民の皆さんと一緒に進めていく方策＞

観光と連携した地産地消の推進

＜方策の概要＞

地元食材を使用したご当地グルメや郷土料理等の創出…等、

民間と協働した地産地消を推進する。

漁業と農業がお互いに持っている良い材料を使って、地産地消

を進めていくことが大事であることから、情報発信を含め、地産

地消の取組について検討する場の創出をお願いしたい。

69 ５－１ 市民参画によるまちづくり

＜目標を達成するための具体的な方策＞

本市の事業計画等への市民参画の推進

＜方策の概要＞

本市の施策の立案、実施、評価等のそれぞれの段階におい

て、幅広い層からの多くの市民の意見収集に努めるとともに、

それらの意見をこれまで以上に反映し、事業展開を図るよう努

める。

課題によっては、意見の数が非常に少ないこともあるので、市

民が広くパブリックコメントをしやすいような環境をつくるよう

努力してほしい。

69 ５－１ 市民参画によるまちづくり

＜目標を達成するための具体的な方策＞

市民活動の支援

＜方策の概要＞

地域や市民活動団体などの活動を支援する仕組みを整えると

ともに、ネットワーク化を推進するなど、市民が主体的にまち

づくりに参画できるよう支援する。

ＮＰＯの創設支援や育成の取組について、現在、「いとう市民活

動支援センターPal」を設立し、運営に取り組んでいるが、利用し

にくい環境にあるため、市役所窓口でも相談できるようにするな

ど、新たな企画についても検討してほしい。
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69 ５－１ 市民参画によるまちづくり

＜目標を達成するための具体的な方策＞

地域の自主的なまちづくり活動への支援

＜方策の概要＞

自治会等によるまちづくり活動の推進を図るとともに、自治

会等が自ら企画し実践する地域社会貢献活動を支援する。

地域活動に参加していない方が多いので、もう少し地域活動に

参加しやすいコミュニティづくりについて検討してほしい。ま

た、別荘地に移住してきた方がコミュニティを構築するためにい

ろいろな取組をしているので、行政の協力をお願いしたい。

70 ５－２ 市民の信頼に応える行政運営

＜目標を達成するための具体的な方策＞

信頼される人材の育成

＜方策の概要＞

国や県への職員の派遣研修や各種職員研修の充実を図り、職

員個々の資質の向上に努めるとともに、若手・女性職員の積極

的登用に努める。

伊東には首都圏等から移住してきた有能な人材がたくさんいる

ので、それらの情報収集を行い、民間で実績をもつ人材の登用や

活用を行うことにより、市政運営を進めていただきたい。

71 ５－３ 健全な財政運営

＜目標を達成するための具体的な方策＞

財政の健全化の推進

＜方策の概要＞

…また、一般会計のみならず公営企業会計を含む全会計の収

支状況や、現在の負担と将来の負担のバランスを念頭に置きつ

つ、更なる財政の健全化に努める。

下水道事業特別会計への繰出しが多くなると、市財政への圧迫

要因となるので、公共下水道への接続率を高めるような方策を進

めていただきたい。
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伊東市人口ビジョン 諮問案付帯意見

頁 指摘箇所 意見内容

30 第４章 本市の将来展望

２ 目指すべき将来の方向

⑴ 全年齢層を対象とした積極的な移住定住促進により、純

移動率を上昇させ、ずっと住みたいと思う環境づくりを目

指します。

地域に合ったまちづくりを進めるため、地域別での将来展望を

示した方がよいと考えるので、検討していただきたい。

30 第４章 本市の将来展望

２ 目指すべき将来の方向

⑵ 長期的に若い世代の結婚・子育ての希望の実現に取り組

み、出生率の上昇を目指します。

出会いと結婚の部分に重点を置いた施策を戦略的に展開すべき

であるので、検討していただきたい。
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伊東市総合戦略 諮問案付帯意見

頁 指摘箇所 意見内容

4

～

6

基本目標１ 安定した雇用を創出する

＜具体的な方策＞

① 農業の担い手の育成・確保及び交流の推進

③ 安定した漁業の推進

⑧ 介護資格者の育成

農業や漁業に留まらず介護の現場も含め、外国人就労者など若

年層の受入についても、今後の課題として検討していただきた

い。

漁業や医療・介護従事者等の仕事が終わった後に、市内の温泉

施設を利用すること等により、温泉の活用や働く人の就業環境の

改善、出会いの場の創出につながるものと思われるので、今後の

施策として検討していただきたい。

6 基本目標１ 安定した雇用を創出する

＜具体的な方策＞

⑥ 起業の促進

⑦ 本市の自然環境等の特性に合った企業誘致

道路整備を進め、市街地に車の流れを引き込むことにより、人

や車の流れが変わり、商売を始める方や企業を立ち上げる人も増

えることにつながると思われるので、市街地活性化に向けた道路

整備について進めていただきたい。

企業誘致を進める際のターゲットとする業種の検討や企業への

スペースの提供等、これまでより踏み込んだ施策が必要であるの

で、具体的な方策を打ち出していただきたい。

7 基本目標２ 新しいひとの流れをつくる

＜具体的な方策＞

② 交流人口の拡大

外国人向けの案内看板を市内各所に積極的に整備していただき

たい。
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頁 指摘箇所 意見内容

  ア 外国人観光客の誘客推進

7 基本目標２ 新しいひとの流れをつくる

＜具体的な方策＞

② 交流人口の拡大

  イ 本市の魅力の戦略的な発信

行政サイドからテレビ局等へのＰＲを積極的に進めることなど

により、本市の魅力の発信に力を入れていただきたい。

新たな情報誌を発行することに加え、既存の情報誌の有効活用

も進めていただきたい。

移住してきた方の様々な取組を、観光と結び付けていくような

具体策の検討が必要である。

15 基本目標３ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

＜具体的な施策＞

⑧ 保育の充実

  カ 認定こども園（保幼一体化施設）の整備

地域の子ども同士のコミュニティをつくるため、地域の子ども

たちは地域の施設に通うような方向性を検討していただきたい。

23 基本目標４ 時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守る

とともに、地域と地域を連携する

＜具体的な施策＞

④ 歴史・芸術文化の振興

  イ 歴史文化情報の発信

「曽我物語」や「みかんの花咲く丘」など、身近な伊東の歴史文

化情報について、積極的に発信していただくよう検討していただ

きたい。

25 基本目標４ 時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守る

とともに、地域と地域を連携する

＜具体的な施策＞

消防団員について、若年層の減少等により確保が非常に難しく

なっているので、将来的には団員数の減少も見据えた検討をして
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頁 指摘箇所 意見内容

⑦ 安全・安心なくらしを守るための取組

  イ 消防団の充実強化・活性化対策の推進

いただきたい。

25 基本目標４ 時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守る

とともに、地域と地域を連携する

＜具体的な施策＞

⑦ 安全・安心なくらしを守るための取組

  ウ 公共施設の適正な維持管理

公共施設を建てる際に、民間企業とタイアップすることも検討

していただきたい。

26 基本目標４ 時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守る

とともに、地域と地域を連携する

＜具体的な施策＞

⑦ 安全・安心なくらしを守るための取組

  カ 道路施設の長寿命化

私道についても市で積極的に整備できるような方向性を示すこ

とや、危険な空家や廃屋、古い別荘等も「空家対策特別措置法」に

より対策を講じ、移住者を増やしていく方策を検討していただき

たい。


